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検討部会における背景・課題等について

＜2＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

【課題】
里山や平地林の減少や荒廃。保全や管理の担い手不足。関係者間をつなぐ
情報共有や連携が不十分。

【意見・アイデア】
○加治丘陵（入間市）におけるフィールドワーク

現地の実態把握、保管木・残置丸太の活用策の検討

【実施した事業・取組】
○はんのう森林プラットフォーム

Ｒ４年度の検討部会で提案され、今年度から立ち上がったプラットフォームの
交流事業として「はんのう森林未来塾」の開催（３回のセッション、６日間）



メンバーからの意見・アイデア等について

＜３＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

加治丘陵における視察及び保管木・残置丸太の検討①＜加治丘陵の概況＞

●加治丘陵さとやま計画 H10.3～
計画区域424ha 5つの区域に分け保全・活用の推進

●（仮称）加治丘陵さとやま自然公園見直し計画 H20.7～
110.2haを都市公園として整備予定

位置：首都圏の北西約40km圏、埼玉県南端の中央

人口：144,732人（令和６年１月１日現在）

面積：44.69ｋ㎡（東西9.3km、南北9.8km）

加治丘陵：市域の北西部に位置する約460haの丘陵

里山、まちのシンボル、原風景 ⇒ 保全・活用

保全・活用の推進における課題

●行政：人口減少・人口構成の変化への対応、活用の充実
（財政の硬直化、直営人員スリム化の影響解消）

●関係団体：会員の高齢化・減少への対応
活動資金や情報等の確保への対応

●自然環境：地球温暖化や虫害による環境変化への対応



メンバーからの意見・アイデア等について

＜４＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

加治丘陵における視察及び保管木・残置丸太の検討②＜保管木等の現状＞

●NPO法人加治丘陵山林管理グループによる整備（業務委託）

●2020年代〜 ナラ枯れ被害による倒木の恐れのある木が増加
NPO法人加治丘陵山林管理グループ https://www.npo-kajikyuryo.net/

●山林管理ボランティア団体による
山林管理（ボランティア活動）

■11団体・２２３人が活動
（令和５年４月１日現在）

■１３カ所・２２．８haの活動地

■間伐・枝打ち・下草刈りや、
四阿・ベンチ等の整備を実施

保管木
残置丸太
増加中

https://www.npo-kajikyuryo.net/


手入れの担い手不足木という材質の特性市有林の「公共性」

＜５＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

加治丘陵における視察及び保管木・残置丸太の検討③＜山林管理Gへのヒアリング・ FW・意見交換より＞

ナラ枯れ被害の増加ナラ枯れ被害の増加
▼再整理 加治丘陵において、現状問題となっていること

伐採された木材の未活用（保管木等）伐採された木材の未活用（保管木等）

里山平地林検討部会メンバーでフィールドワーク、意見交換
飯能信用金庫が加治丘陵山林管理グループへ訪問・ヒアリング

１１ ２２ ３３
▼現在、保管木が活用されている事例
遊歩道のベンチ、体験活動（シイタケ原木、トントゥ、薪・薪割り）等… 主な意見・アイデア等（抜粋）

「薪をふるさと納税の返礼品に」
「週末副業での人手確保」

「薪の活用がサステナブル消費に？」

主な意見・アイデア等（抜粋）
「薪をふるさと納税の返礼品に」

「週末副業での人手確保」
「薪の活用がサステナブル消費に？」

現状の活用状況を元に検討部会メンバーで
①公共性②材質③人手不足 の条件を
クリアする活用方法を検討

メンバーからの意見・アイデア等について



検討部会で検討した事業・取組等について

＜６＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

Goal1.埼玉県飯能市の里山、西川林業地の活性化

Goal3.埼玉県から日本の新しい森林利活用を発信

はんのう森林プラットフォーム
Goal2.地域の森林資源を循環的に活用して、地域と暮らしを豊かにする



検討部会で検討した事業・取組等について

＜７＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

実施のきっかけ＝地域課題解決

①西川林業地の復興に必要な若い担い手が早急に必要である。

②地域でこれまで森林整備などに貢献してきた事業者や市民団体の高齢化。
③埼玉県における森林・林業への理解を深め、豊かな森と人の環境を

SDGsの目標に沿った持続可能な環境へと、再構築する必要性。

第６次飯能市森林整備計画より



検討部会で検討した事業・取組等について

＜８＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会



検討部会で検討した事業・取組等について

＜９＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

日経、読売、埼玉新聞はじめ、専門誌、
ネットニュース、ラジオなどで話題に
定員15名に100名近くの応募者集まる

「はんのう森林みらい塾」
令和5年8月4日に募集開始



検討部会で検討した事業・取組等について

＜１０＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

2023.10.14
第1期生
入塾式



検討部会で検討した事業・取組等について

＜１１＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

2023.10.15
Session1

Day2



検討部会で検討した事業・取組等について

＜１２＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

2023.11.18
Session2
Day1&2



検討部会で検討した事業・取組等について

＜１３＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会



検討部会で検討した事業・取組等について

＜１4＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

令和6年度事業構想

Goal5. 新しい林業の「スタートアップ支援」の設計

森からはじまる未来をつくる

Goal4. 埼玉県飯能市の森林をテーマに起業・新規事業開発プログラム

はんのう森林プラットフォーム



検討部会で検討した事業・取組等について

＜１５＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

小・中学生を対象に飯能市内の森林
ガイドができる人材を養成する講座。
本講座はガイドとして自身でプログ
ラムを組んで収益を上げることがで
きるプロとしてのガイド養成を目指
すもの。

サステナブルな観光に資する
好循環の仕組みづくりモデル
事業

はんのうの森のガイド養成講座〜森のガイド人材育成プログラム〜
主催：一社）奥むさし飯能観光協会
運営：NPO 法人埼玉ハンノウ大学
協力：飯能市・はんのう森林みらい塾



検討部会で検討した事業・取組等について

＜１６＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

目指す取組み

「江戸(東京)の西の川からくる木材」としてその名が付いた「西川材」は
飯能市と隣接する日高市、毛呂山町、越生町にまたがる西川林業地の名産品で、

2009年には地域ブランドとして商標登録されました。
江戸時代から現在に至るまで、西埼玉地域のまちづくりを支えてきた

埼玉県の森林を次世代へ、
さらに有益なかたちで繋げるプロジェクトを担う

新たな人材の育成を目指しています。

はんのう森林プラットフォームとは？



検討部会で検討した事業・取組等について

＜１７＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

あなたと一緒に、まちをつくる、未来をつくる



本分野における今後の展開について

＜１８＞

里山や平地林などの自然環境の保全に関する検討部会

○現場（フィールド）での意見・アイデアを実践するプロジェクトの
立ち上げ（多様な関係者が参画）

〇「はんのう森林プラットフォーム」などの取組やプロジェクトの
横展開を図る

〇取組が蓄積し、里山・平地林の持続的な保全や活用の取組が進む


